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务
の
傾
向
が
人
ロ
構
造
お
よ
び
苒
生
產
カ
構
造
の
土 

に
及
ぽ
.す
影
響
を
人
口
学
的
に
解
明
し
'よ
ぅ
と
し
て 

い•

る
,0
. 

.  

, 

V

 

.

:

:

'
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第
一
一
摩
.「
人
口
都
市
化
に
関
す
る
:A

ロ

箭
- 

(

館
稳)

で
.は
、
人
口
都
市
化
に
関
す
る
古
今
の
学 

説
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
^

つ
歴
史
的
な
ら
び 

に
現
.実
的
意
義
を
評
価
し
ズ
い
.

る
。
.
ご
の
章
の
サ
一 

ベ
ィ 
は
極
め
て
広
い
範
囲
.
に
わ
た
り
、
筆
者
.の
齔
鑽 

の
深
さ
を
思
わ
し
め
る
と
同
時
に
、'
わ
れ
わ
れ
人
口
. 

理
論
を
専
.攻
と
し
な
い
者
に
と
っ
て
も
極
め
：て
貴
重
；
 

な
展
望
と
か
っ
て
い
る
。

.

第
三
章
'「

人
口
都
市
化
.

上
}
-
1

業
化」

(

水
野
朝
夫
. 

小
莉
米
清
弘
•
南

亮

進
•

小

野

旭
•

金
田
昌
司)

は
、

経
済
学
的
立
場
.

か
ら
め
分
析
を
：行
な
.っ
て
い 

る
。
こ
こ
で
は
、
工
業
化
と
人
.ロ
都
市
化
と
が
ま
員 

.
一
体
を
な
す
現
象
で
あ
る
■
と
い
.
ぅ
'
今
日
の
経
済
研 

究
の
立
場
が
ら
云
っ
て
極
め
て
正
し
い
認
識
に
た
っ
■ 

て
、

学
説
史
的
に
理
論
の
.
整
理
を
行
な
い
、
.
.
.日
本
の
ベ
. 

人
口
都
市
集
中
を
都
市
に
お
げ
る
就
業
機
会
.で
説
明 

，す
る
実
証
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

'

第

四

章「

人
口
都
市
化
と
産
業
立
地」

(

金
田
昌 

司)

.

は
：近
代
立
地
理
論
の
立
場
か
ら
の
分
析
で
あ 

る
0

:

こ
こ
で
も
立
地
論
の
：系
譜
の
展
望
を
行
な
い
、
 

そ
の
成
果
と
し
て
立
-i
t

均
衡
の
理
論
と
集
積
形
成
の 

経
済
利
益
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
理
論
展
. 

開
に
基
づ
い
て
関
東
地
方
五
都
市
の
立
地
動
向
と
人

ロ
移
動
.
の
関
係
.
を
分
析
し
て
い
る
。
；
，；

.

第

五章
；：「

農

村

か

ら

み

た

入

口

都

市

化

」
(

畑
井
. 

義
8-
,:
-

は
労
働
カ
供
給
面
か
.
ら
こ
の
問
題
を
分
析
,1
.

.
て
い
る
。

戦
前
戦
後
の
.
農

村

入

、
ロ

と

農

家

人

ロ

の

±

:

■.に
.
起
っ
た
^

^

の
様
子
■を
克
明
に
，記
述
し
て
、
今
後
.
 

も
農
業
に
お
け
.
る
労
働
力
.
不
足
'が
進
行
す
る
で
あ
ろ 

ぅ
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。

.

第
六
章
'-
,社
会
学
お
よ
び
社
会
生
態
学
か
ら
み
た 

人
ロ
都
市
化」

(

富
田
富
士
雄
.
.
鈴
木
：啓
祐

)

は
、

人
ロ
都
市
化
問
題
の
研
^

■

に

社

会

学

，，.
♦
社

会

生

態

学
 

の
新
し
い
観
点
'を
取
り
入
れ
よ
.

.5
^

し
て
.

ぐ

る
.
。

我
 

々
経
済
分
.析
家
'€
>

せ
場
か
.ら
は
取
り
上
げ
る
こ
と
の 

な
い
公
害
問
題
、：
青
少
年
問
題
等
：の
社
会
病
理
問
題 

が

；
そ

れ

，で

.
あ
る
。

. 

■
.
.
.

.

第

七

章「

人
㈡

都
市
化
の
地
域
め
展
P

 

.

(

浜

英
. 

彦
.

右
南
国
'
.
大
®

-:
.

兼
清
弘
.
之)

.

で
は
、
明
洽 

初
年
か
ら
近
年
に
い
た
る
長
期
㈣

の
0
0
A 
ロ
.の
変 

化
形
態
を
：観
察
し
、：

首
都
圏
地
域
に
つ
い
て
の
人
口 

構
造
分
析
、，
と
り
わ
け
、
北
関
東
衛
星
諸
都
市
■
の
■地 

域
人
口
の
問
題
占1

を
指
摘
し
て
い
る
。

.

.

.

第

八

章「

日
本
に
.お
け
る
人
口
都
市
化
と
地
域
開 

発
に
関
す
る
諸
問
題」

(

黒
田
俊
夫)
.

で
は
、
人
口 

都
市
化
間
題
の
本
質
を
労
姻
カ
移
動
を
引
き
起
す
地 

域
間
経
済
格
差
に
あ
る
と
み
る
。.
，そ
.
の
た
め
に
、
人 

ロ
都
市
化
を
地
域
経
：済
成
長
と
：の
関
連
に
お
：い
：て
観 

察
し
、
労
働
力
人
口
の
地
域
構
造
と
変
動
を
分
析
し

七
〇

£
1

.

四)

.

て
い
る
。

:
'
経
済
分
析
の
立
場
が
ら
人
口
集
中
問
鹿
に
ア
ブ
口 

丨
チ
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
以
上
の
各
章
が
行
な
っ 

.

て
い
る
展
望
と
分
析
は
、
是
非
と
も
参
照
に
値
す
る 

も
の
で
あ
る
と
思
う
。

(

勁
草
書
房
•
人
口
学
研
究
会 

研
究
叢
書
&

.

人
5

“
 

二
八
.
〇
頁

•

r

一〇
〇
円)

I

鳥
居
泰
彦

I

*

 

氺 

*

'

根

岸

へ

隆

著:

•

.

.

.
-

『

価
格
と
配
分
の
理
論

』

表
題
の
示
す
ょ
う
に
、
本
書
は
価
格
機
構
を
通
.-
1

: 

て
.

の
資
源
配
分
と
い
う「

経
済
学
の
中
心
問
題」

_

に 

つ
い
て
罾
豸
が
力
ル
の
専
門
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文 

を
中
心
に
、
ご
く
最
苋
に
至
る
ま
で
の
研
究
成
果
を 

ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
の
手
法
と 

し
.て
は
ヮ
ル
ラ
ス
以
来
の
一
般
均
衡
分
析
を
主
体
と 

し
て
お
り
、
前
半
の一

〜

四
章
で
は
、
新
し
い
角
度 

か
ら
競
争
均
衡
の
存
在
と
■
厚
生
経
済
学
的
意
義
、
ま 

た
後
半
の
：五

ハ
七
章
で
は
競
争
市
場
の
安
定
性
の
問 

題
.が
論
じ
ら
れ
て
：い
る
。

章
は
価
格
と
配
分
と
題
さ
れ
、
以
後
の
数
学 

.

的
準
備
と
し
て
の
非
線
型
計
画
法
に
つ
.い
て
の
解

説
 

'
に
つ
づ
い
て
、
伝
統
的
な
企
業
な
ら
び
に
家
計
の
主 

体
的
均
衡
の
理
論
、
競
争
均
衡
と
パ
レ
ー
ト
最
適
と

の
関
連
が
■
装
い
を
新
.
た
に
し
て
述
ベ
ら
れ
て
い
る
。
 

企
業
の
理
論
で
は
生
産
過
程
の
線
型
性
と
：各
企
業
に 

固
有
な
牛
一
産
要
素
の
'存
在
を
仮
定
し
て
い
る
点
が
商 

白
く
線
型
計
画
法
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
：お
り
、
家 

計
の
理
論
で
は
無
差
別
曲
面
の
凸
性
の
仮
定
の
吟
味 

等
も
行
わ
.
れ
て
い
る
。
ま
た
完
全
競
争
均
衡
の
音
|義

.
に
.
'っ
.
.い
て
‘

ド
.

ゥ
ブ
リ
.
.ユ
ー
と
'

ス
.
力
.
I

.
フ
ら
に
.
よ
，る

.「

核」

ガ
議
論
.
の
紹
介
が
あ
る
。

V
. 

'

-

 

つ
ぎ
の
第
一
一
章

で

は
，
ま
ず
バ
ー
グ
ソ
ン
の
?±

を
 

的
無
差
別=

§

線
の
凸
性
に
.
.つ.
い
て
：吟
味
し
た
後
、
社 

会
的
厚
生
関
数
の
最
大
化
と
完
全
競
争
均
衡
と
の
.関 

速
に
づ

い

て

、

所

得

の

.
限

界

効

用

の

逆

数

に

比

例

し
 

た
ゥ

ヱ

ィ
ド
を
社
会
的
蜇
要
度
と
み
な
せ
ぱ
、
各
人 

o

効
用
に
関
し
て
線
型
.
の
.
社
会
的
厚
生
関
数
'
を
.
最
大
- 

に 
ず
る 
手
続
き
と
、
 

完
全
競
争
に
よ
る
資
源
配
分
の 

結
果
と
が
原
理
的
に
等
値
で
あ
る
こ
：と
が
主
張
さ
れ 

る
。
つ
い
•

で
こ
の
眼
界
効
用
の
逆
数
に
相
•応
す
る
社 

会
的
主
要
度
を
も
っ
た
厚
生
関
数
の
存
在
を
示
す
こ
. 

ど
に
よ
っ
て
、
競
争
均
衡
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
。

:

さ
て
固
定
的
な
財
の
投
入
が
必
要
で
.な
：い
場
合
に 

は
：.

能
率
の
惡
、-
>

企

業

：
で

‘

生

産

を

停

止

す

る

.

^

と
 

に
よ
っ
て

少

な

く

と

も

ゼ

ロ

の

利
潤
ば
確
保
し
テ
る
. 

か
.

ら
、
均
衡
状
態
で
.

の
企
業
の
.

利
潤
は
：非
負
で
^

る0 

し
か
し
、
固
定
的
な
投
入
が
大
き
け
れ
ば
損
失
を
こ 

ぅ
む
る
企
業
も
あ
り
ぅ
る
が
：、
そ
の
場
合
、
当
面
の 

企
業
.の

存

在

は

社

会

的

：
に
.
望

ま

し

く

な

い
.か

.と

；い

ぅ

新

•
.
刊

紹

介

と
必
ず
し
も
そ
ぅ
で
ほ
な
い
。
こ
の
よ
ぅ
な
企
業
の 

社
会
的
有
用
性
と
利
潤
と
.
の
関
係
、
，さ
ら
.

に
：は
消
費 

者
な
ら
び
fc

生
産
者
余
剰
の
.意
味
す
る
と
こ
..ろ

、
独 

占
利
潤
の
厚
生
経
済
学
的
意
義
等
を
論
じ
.

た
：の
が
第
. 

1

ニ
章
で
あ
る
.
。
つ
づ
く
第
四
章
で
は
、
外
部
経
済
な 

ら
び
に
不
経
済
の
.

問
題
が
极
わ
れ
、，
社
会
的
に
最
適 

な

資

源

配

：
分

が

、
.
.
必

ず

し

も

私

企

業

の

技

術

的

有

効
 

性
を
意
味
し
な

い
こ

と
が
示
さ
.
れ
る
》
:

.

後

半

の

；
一

1
1

つ
め
章
は
藤
争
市
場
の
安
定
分
析
に
あ 

て
ら
.

れ
て
い
る
'
。
周
知
'の
よ
ぅ
に
多
数
財
市
場
の
安 

定
分
析
は
ヒ
ッ
ク
.

：ス
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
安
定
条
. 

■

件
論
を
先
駆
^

し
て
.
.
.
.
:'

ー.
.九
五
0

年

代

の

资

半

か

.

.
ら
 

ス
タ
シ
：フ
.

ォ
ー
卞
大
学
を
中

心

.
と

し

て
著

し

.
い進
展 

を
み
た
理
論
で
あ
り
、
.こ
こ
で
も
主
と
し
て後
者
の 

.

貢
献
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
後
半
の
.
中
心
と 

目
さ
れ
る
第
五
章
で
は
、
粗
代
替
性
を
仮

定

し

た
場 

合
の
摸
索
過
程
の
太
域
的
安
定
の
：証
明
と
ノ
そ
の
仮 

定
：が
な
い
.
場
合
の
.

ス
力
I

フ
の
反
嗍
、：
そ
し
て
非
摸 

索
過
程
の
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。:
つ
づ
く 
5

ハ 

章
で
は
、'
同
じ
く
粗
.代
替
性
を
仮

定

し

て

..、

.
、
摸

索

過
'

 

程
の
局
所
的
安
定
性
の
証
明
、
最
後
の

館
七
章
で
は 

非
摸
索
過
程
に
お
.け
る
安
定
条
件
が
詳
細
に
検
討
さ 

れ
て
い
る
.。
ま
.
た
.
付
録
に
■

は
価
^.
.

理
論
.
に
.
お
.け
る
貨 

幣
、
そ
れ
に
合
理
的
期
待
形
成
め
問
題
が
論
じ
ら
れ 

て
い
る
。

':
'

.- 

议
上
概
観
し
た
打
ぅ
に
、
本
書
は
従
来
の
価
格
理

論
の
主
要
な
問
題
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
、.

か
.つ
著
者 

自
身
の
貢
献
を
中
心
に
最
近
の
進
展
の
あ
と
を
体
系 

的
に
整
理
し
た
も
の
：で
、
こ
の
分
野
の
理
論
の
成
果 

に
興
味
を
持
つ
も
の
、
な
ら
び
.に
す
す
ん
で
新
し
い 

研
究
を
行
う
も
の
に
-と
っ
て
の
恰
好
の
書
で
あ
る
ど 

'

い
う
と
と
が
で
き
^

た
だ
本
文
中
に
.

は
、
不
注
意 

に
ょ

る

ミ

.

ス

と
少
な
か
ら
ぬ
誤
植
、1

見
す
る
こ
と 

が
読
ん
で
い
て
気
に
な
ら
な
•
い
で
は
な
い
。
し
か
し 

と
も
，か
く
、
こ
の
ょ
.う
な
内
容
の
専
門
書
が
わ
が
国 

で
.
出
版
さ
れ
た
こ
.と
は
、
A

れ

わ

れ

の

.
ほ

と

り

と

す
 

へ
：
き

と

と

が

.
ら
て
あ
る
'.
0'

本
書
を
こ
の
分
野
の
標
準
書
で
あ
る
ヒ
ッ
ク
ス
の 

.

.

.

『

俩
値
と
資
本』

、

サ
ミ

ュ
エ
.

ル
ソ
シ
.の

.

『

経
済
分 

祈
の
基
礎』

、
そ
れ
に
■ド
ゥ
ブ
リ
ュ
I

の

『

価
値
の 

理
論』

等
.と
比
較
し
た
場

合

、
本
文
の
七
分
の
三
を 

.

安
定
分
析
に
ざ
い
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
特
徴
的
で 

.

あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
研
究
の
好
み
を
示
し
て
い
る 

と
同
時
に
、
あ
る
意
味
で
と
こ
数
年
の
学
会
の
動
き 

を
反
映
し
て
い
ざ
と
い
.

え
る
か
：も
知
れ
な
い
°
-

な
お
議
論
の
性
質
上
、
数
学
的
計

画

法

や

非負
行 

一
列
に
.

っ
い
.

て
の
成
果
、
そ
れ
に
リ
ャ
プ
ー
ノ
フ
の
方 

:

法
筹
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る

箇
所
が
あ

る

の 

で
、

一

0
の
読
者
は
最
初
.
は

や

や

親

し

み

に

く

い

と 

い

う
感
じ
を
い
だ
が
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か

し
 

.

必
要
な
数
学
的
知
識
の
.
大
部
分
は
、
本
文
中
に
筒
単 

な
説
明
が
与
え
^

れ
て
い
名
か
ら
、
ご
く
基
本
的
な

.

モ

ー

2
一
 
_

s



線

型

代

数

や

集

合

論

等

を

：
別

，
上

.

す

れ

ば

、
.
'特

別

，の.予
.
. 

備

知

識

な

し

に

ニ

忠

通

読

す

る

こ

と

が

で

：き

る

.。
へ
さ 

:
:

ら
一
に
く
わ
し
い
説
.
明

が

必

要

な

と

き

；で

も

、

:'
'
:た
，と
，え 

:

ば一

1階
堂

副

包

著.
_

『

現

代

経

済

学0
数

学

的

方

法

』

，， 

(

岩

波)

.

.
，を
参
照
ず
れ
ば
、.
.
.ほ
ど
.
ん
^

事

足
.

り
.
、る
>°
;
. 

特

に
7 ;

ロ
.ベ
 

<ー
ゥ
メ.
の

定

理

や

分

離

定

理

、

'-
，
均

衡

解 

.

.
の

存

在

膨

明

に

：

o .
.

v

.て

.
は

、

こ.
の
.
.本
を
参
勝
す
る
.こ 

と
は
極
め
.

て
有
益
で
あ
を
'
。

，

：

:

.

そ
の
他
必
要
な
参
考
文
献
は
本
文
中
に
あ
げ
て
あ 

る
が
、
し
か
し
論
现
的
な
精
緻
性
の
み
に
紙
意
を
ぅ 

.

ば
わ
れ
る
こ
と
は
経
済
学
者
と
し
て
の
著
者

の
本
意 

で
は
な
か
ろ
ぅ
。
実
際
本
昏
の
い
た
る
と
こ
ろ
：で
露 

呈
さ
れ
て
.

い
る
著
者
の
経
済
現
象
な
ら
び
ぬ
経
済
理
；
 

論
に
対
す
る
.秀
れ
た
ヴ
ィ
ジ
5
ン
こ
そ
は
、
何
に
も 

ま
し
て
本
書
の
価
値
を
高

1め
て
.い
る
も
の
.な
の
で
あ 

.

る

•-

の
意
味
で
も
、
.

こ
.：の
新
著
を
よ
■
り
多
.く
，の
人
へ
. 

.

々
：に
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。
，

.

.

.な

お

安

定

分

析

，
に

用

い

ら

れ

^
-
さ

ま

ざ

ま

な

侫

定
 

の
間
の
無
矛
盾
性
に
つ
い
て
、.
最
近
久
我
氏
が
詳
細
. 

な
検
討
を
加
克
ら
れ
て
い
る
。
興
味
お
る
読
者
は 
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.
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.

:
:

^來
論
吉
の
ゥ
.

ヱ

ー

ラ

ン

ド

は

ま

、

日

本

.
の

経

倚
 

学
は
*

則
ま
で
も
'

っ
ぱ
ら
欧
米
の
経
済
学
の
輸
入
摸
. 

倣

で

あ

：
っ
；
た

：
。

.
，
し

か

：
し

戦

後

約

'-
:

十

年

間

に

状

況

が
 

:

変
り
、,
本
書
のj

者
者
'

の
稲
田
氏
を
始
め
少
壮
の
学
者
' 

辟
す
で
に
〃
ピ
丨
ス
な
み
に
世
界
酌
水
準
"

に
達
し
、，
 

積
極
的
貢
献
を
行
つ
.
て

い

る

。^-
書

は

戦

姿

世

界
 

の

学.
者

の

関

心

が
.
ど

ぅ̂

つ
，
た

か

へ

そ
^ '
に

対

し

て
 

日
本
の
学
者
が
ど
.

ん
な
貢
献
を
し
た
か
，を

示

さ
ん 

と
し
.
て
い
る
。.
戦
後
経
済
学
も
非
常
に
進
步
し
、
学 

問
が
高
度
に
抽
象
的
論
理
的
に
な
っ
て
来
た
が
、
,本 

書
は
.

そ
れ
ち
を
大
変
-<

ず
し
て
、
.

わ
か
り
.や
す
く
要 

約
を
述
べ
へ
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
"常
識
に
毛
の 

生
え
た
程
度
"

の
知
識
と
現
代
の
.
進
ん
だ
経
済
学
の
■ 

橋
渡
し
を
行
つ
.

て
い
る
;0

内
容
は
、ノ
経
済
基
磔
論
の 

部
分
で
現
代
-<
D

進
ん
だ
経
済
学
の
存
在
意

義

を
述 

ベ
、
そ
れ
が
決
し
て
"

モ
デ
ル
の
オ
モ
チ
ャ
"

で
な
- 

い
こ
と
を
示
す。

第
一
章
は
戦
後
厚
生
経
済
学
に
大 

き
な
シ
ョ
ク
.
ク
を
与
え
た
、
ァ
口
ー
の
貴
献
が
有
名 

な
四
名
の
女
優
の
名
と
と
も
に
説
明
さ
れ
る
。
ケ
ロ 

丨
は
民
主
社
会
に
於
て
社
会
的
厚
生
凾
数
の
非
存
在 

を
証
明
し
た
が
、
結
局
は
厚
生
経
済
学
に
積
極
的
貢

ベ

.七
ニ 
.(

五
：1/

六)

•
 

'

献

を

な

し

た

，
と

>

な
ど
が
著
者
の
貢
献
と
と
も
に
説 

明
さ
れ
、
第
一一

章
は
‘

、
、
、
ク

ロ

経

済

学

の

.
基

礎

と

さ

れ
 

る
部
分
で
、
：無
差
別
曲
線
の
.

ア

プ

，
ロ

ー

チ

と

リ

ビ

ー
 

ル

ド
.

プ
レ
フ
ア
ラ
ン
：
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
及

び

そ

れ
ら
の
.
相

互

関

係

、
',
'
特

にあ
る
条
件
の
下
で
は
無
差 

.

.
'別
曲
線
が
後
者
か
ら
引
出
ざ
.
れ
る
こ
'

と
、.
第
三
章
.は 

企
業
の
.理
論
で
伝
統
的
ア
ブ
ロ ー

.チ
と
線
型
計
画
及 

.

び
後
者
の
限
界
生
産
力
の
説
明
、
第
四
象
は
.市
場
に 

.

於
け
る
均
衡
価
格
の
存
在
、
そ
の
安
定
性
、
競
争
、者 

'
の
数
に
関
す
る
コ
ア
ー
の
理
論
、
伝
統
的
仮
定
の
.下 

で
の
'

消
費
者
行
動
と
ち
が
う
グ
リ
.
丨

ド

♦
プ

口

セ 

ス
、
第
五
章
は
経
済
成
長
論
で
、
ソ
ロ 
I

の
一
部
門 

,

モ

デ

ル

.
、資
本
財
、.
消
費
財
に
分
け
た
二
部
門
モ
デ 

1

ル
，(

日
本
の
学
者
の
貢
献
が
大
き
い
，

)

、

多
部
門
の 

ノ

イ

マ

ン•

モ

デ

ル

、
.，
タ

ー

ン

パ

イ

ク

定
理
、
最
適 

成
長
論
等
の
初
等
的
解
説
で
あ
る
。
■最
新
の
話
題
も 

幾
つ
か
あ
り
、

コ
ア
ー
の
理
論
、
二
部
門
モ
デ
ル
、

.

タ
ー
ン
パ
イ
ク
定
理
、
最
適
成
長
論
で
あ
る
。
こ
れ 

ら
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
各
章
の
終
り
に
参
考
文 

献
が
あ
る
の
で
：そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
最
新
の
経

， 

済
理
論
を
知
ろ
う
と
す
る
人
に
は
良
い
.
手
引
き
と
な
. 

ろ
う
。
本
書
中
所
々
に
.厳
し
い
批
判
が
あ
る
が
、
稲
. 

田
氏
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
有
数
の
学
者
で
あ
る
。
 

念
の
た
め
に
。

(

日
本
経
済
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社
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.
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報
.：告

番

号

乙

第

一

1
,
1

七

号

,

学
位
め
潼
類

.

経
済
学
博

±

授

与

の

年

月

日

：
昭
和
四
一
年
三
月
ニ
三
日
： 

V

学

位

論

文

題

名

：

「

人
口
の
経
済
学」

ノ
 

，.

.

へ

■

.

 

..
 

_

内

容

の

要

旨

.

■
.「

人
口
の
経
済
学」

論
文
要
旨
：

.'

.

-

.

 

•

. 

. 

. 

. 

•

' 

.

.安

川

-

正
'.

彬

.

.

. 

, 

. 

.

. 

.

.

. 

• 

•
. 

.
.
.

.. 

.

集
合
概
念
と
し
て
と
'

ち
え
ら
れ
る

人
口
は
.経
済
、
社

会

と

.良

然

を

と

り

つ

な
 

々
媒
介
物
と
.
し
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
人
び
と
が
人

ロ
を
意
離
す
る
と
き
は
、： 

い
つ
で
も
社
会
に
不
幸
が
感

'1
:

ら
.
れ
.る
と
き
で
あ
!o

た
。
：こ
.

の
こ
と
は
経
済
学 

の
系
譜
の
.

な
か
に
も
、
古
典
学
派
の
昔
か
ら
過
去
に
例
外
を
み
る

こ
と
は
な
か
. 

っ
た
.

.

ま
た
.

社
会
が
発
展
し
、

.
'
.経
済
が
繁
栄
を
つ
づ
付
.
た
十
九
世
紀
後
半
の
.
. 

西

3
丨

ロ.
ッ
パ
の
経
済
学
が
ち
は
人
口
.
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
.
な
く
、
人
口
は
座
. 

済
学
の
映
像
の
外
に
追
い
や
ら
れ
た
の
-

で

あ

る

-
。
'-

経

済
.

.社
会
^

は
人
ロ
が
.
.
〃
自
然
"

に
働
き
か
.
け

て

、
，
そ

こ

に

住

む

住

民

ヒ

■ 

ち

の

努

カ

术

ょ

っ

て

築

き

，
あ

げ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

が

，
、

人

口

も

経

済

'
.
社

会
 

も
、
と
も
に
新
陳
代
謝
す
る
.

か
ら
、
-A

ロ

は

経

済

：

社

会

と

相

互

依

存

の

.
関

係
 

，
学

位

授

与

報

告

：

で
.
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
：
こ
こ
で
、
本
論
文
の
基
本
は
、
経
済
と
は
社
会 

の

た

ん

な

る
■•
部

で
ば
な
く
、
経
済
は
社
会
を
構
成
す
る
基
盤
を
な
す
と
い
う 

立
場
に
た
つ
て
、
.:

人
口
と

経
済
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

と 

く
に
、
社
会
の
.不
幸
が
深
刻
に
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
■人
口
は
い

つ
で
も
経
済
学 

者
の
手
も
と
に
あ
る
.
が

:'
社

舍

不

安

が

薄

く

な

る

と
、

‘

人
口
は
経
済
学
者
の
手 

か
ら
離
れ
て
よ
そ
に
出
か
け
る
。

' 

;と
こ
ろ
が
、
人
口
が
人
、び
と
の
意
識
に
の
ぼ 

り

は
じ
め
て
、'
 

社
会
の
不
幸
が
深
刻
の
度
を
増
す
と
、
人

ロ

は

‘

た

た

び

経

済
 

学
者
の
手
も
と
'に
も
ど
つ
て
く
る
。
人
口
を
こ
の
段

階

で

と

.
ら

え

る

こ
と
が
人 

ロ
研
究
の
基
本
で
あ
る
。
こ
こ

に

「

人

ロ
の
経
済
学」

を
体
系
化
す

る
基
盤
が 

あ
た
、え
.
ら
れ
る
の
で
.
あ
る
0

:

.

こ
.

の
よ
う
な
体
系
化
を
形
成
す
る
た
め
に
、
人
び
と
が
人
口
を
意
識
し
、
人 

ロ
研
究
を
進
め
て
き
た
系
譜
と
:'

古
典
学
派
以
来
の
経
済
学
の
系
，譜

の

な

か 

に
.

、
_

上
れ
ら
、が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
絡
み
あ
つ
'
_て
き
た
の
か
、
ま
た
出
生
力
減 

退
と
い
.
う
人
ロ
の
.
あ
.
る
変
革
を
知
.

つ
た
と
き
、
経
济
学
者
は
こ
.れ
を
経
済
学
の 

な
か
に
ど
の
よ
う
に
：受
け
い
れ
ぐ
人
ロ
学
者
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
分
析
手
段 

を
：講
じ
.

て
#

た
.

か
、，
，そ
.

の
よ
う
な
経
済
学
者
と
人
ロ
学
者
の
意
識
の
相
違
が
.学 

問
の
1

展
.
に
ど
め
，よ
.
う
に
.
貢
献
し
て
き
た
か
。
こ
' 

の
間
の
1|
?

情

を

整

理

し

て

体
 

系
化
し
た
の
が
、
こ
こ
.

に
ま
.
と
.

め
ら
れ
た「

人
ロ
の
経
済
学」

で
あ
る
。
.そ
し 

.

て
本
論
文
.で

の

：
最

終

の

結

論

は

、
.

//
'
人

口

は

ば

た

し

て

経

済

の

原

因

で

あ

る

の
 

.

.力

.

結

果
.^
の
力
"
 

'

と
.

V

う
設
問
^

解

答
.^

あ
.
た
.
え

.
たこ
、と
で
あ

-t
l

、
'
さ
ら
に
そ 

こ
か
ら
、
経
済
社
会
が
今
後
に
発
展
を
つ
づ
け
る
>

.

き
、
人
口
め
実
践
的
意
義 

を
.
見
：い
.
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
0 

: 

' 

.
バ

.

:

七
三
.

2

:

1
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